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Ⅰ．問題の所在 

 高等学校における様々な問題の中で、特に

家庭環境が与える生徒への心理的影響は大き

い。家族や友達とコミュニケーションがうま

くとれない生徒、自分に自信が持てない生徒、

困難に挑戦していく逞しさが乏しい生徒など

が増えていると感じる。 

 私が担当する食物科※1 は、週１回の調理

実習の授業がある。そこで１班４～５名のグ

ループで、準備、料理、試食、片付け、清掃

までの一連の作業を行っている。また、文化

祭などでは外部の人々を招き、普段の一連の

作業にサービスをプラスして、おもてなしの

心を養う授業を展開している。調理実習とい

うチームワークで行う作業によって、食物科

の生徒達は、他科の生徒と比べ自ら考え行動

する生徒が多いのではないかと考えた。そし

て、３年間の生徒の成長を考察すると、思い

やりの心や生命を大切にする心などの道徳的

価値には、「食」が深く関係していることを感

じる。 

滝村氏 i）は、料理を作ることを通じチームワ

ークや段取力（＝仕事力）のアップ、加えて

「誰かのために作る料理、作ったごはんを食

べてもらう幸せ」等をアピールした。その上

で、こうした思いを感じることで、幸せな人

生・豊かな人生についての共有を提起した。 

 食育基本法が制定されて、「食」への関心が 

高まる中で、問題点が数多く挙げられている。 

ある新聞の諸説ⅱ）に次のような記事が掲載さ

れた。「現代っ子の食生活を『ニワトリ症候群』

と呼ぶ。独りで食べる『孤食』、朝食を抜く『欠

食』、家族がばらばらなものを食べる『個食』、

好きなものばかり食べる『固食』。この頭文字

を取ればコケコッコとなるからだ。」という内

容である。また、足立氏ⅲ）は、「孤食」の増

加とそれに伴う心身両面の問題の深刻化を指

摘し、ひとり食べをしている子どもは家族と 

一緒に食事を摂る子どもと比較して、食態度、 

 

食事内容、食行動、健康に関して問題点が多

い、または深刻であるという実態を報告して

いる。 

 国民が生涯にわたって健全な心身を培い、 

豊かな人間性を育むための食育を推進するこ

とは、極めて重要であり、高等学校における

役割も大きい。そこで、豊かな人間性や創造

性を備えた人格の完成を目指すには、道徳教

育は必須である。学習指導要領には、「学校に

おける道徳教育は、道徳の時間を要として学

校教育活動全体と通じて行うもの」と明記さ

れている。ⅳ） 食育を通して道徳的な心情、

判断力、実践意欲および態度などを養うこと

ができることを考察し、高等学校における新

たな食育の在り方を提案したい。 

※1  埼玉県の私立高等学校の食物科。各学 

   年 80名在籍。卒業時、調理師免許取得。 

 

Ⅱ．研究の目的 

１．食育を通して、感謝の心や思いやり  

の心が育まれ、他者への理解も深まるこ

との検証をする。 

２．食育を通して、コミュニケーション力の

向上に繋がることの検証をする。 

３．「食」に対する欲求が満たされると人間形 

  成や道徳心にどのように影響を及ぼすの 

  か検証する。 

４．高校生の食事に対する実態調査を通じて 

  友人、家族、地域との望ましい在り方を 

  考察する。 

５．高等学校における新たな食育の在り方を 

  提案し、道徳教育に効果的な指導プラン 

  の作成を行う。 

 

Ⅲ．研究方法 

１．先行研究（文献研究）の分析 

２．アンケート調査による実態把握と考察 

 



 

  

                     

Ⅳ．章の構成 

第１章 高等学校における豊かな人間形成と 

課題 

第１節 高校生の発達特性と発達課題 

第２節 高等学校における道徳教育 

第３節 高等学校における道徳教育の課題 

第２章 高等学校における食の教育 

第１節 豊かな人間形成と食の教育 

第２節 家庭科における食の教育 

 第３節 高等学校における食に関する課題 

と展望 

第３章 高校生の食に対する意識と食生活の 

実態 

第１節 食物科生徒の調査 

第２節 既存の調査データの分析 

(1）農林中央金庫のアンケート調査結果 

(2)  食育白書のデータ 

 第３節 高校生の食生活指導に対する課題 

第４章 高等学校における食教育の実践事例 

第５章 具体的提案 

第６章 まとめ・今後の課題 

 

Ⅴ． 研究内容 

本発表では、以下の部分を取り上げる。 

第３章 高校生の食に対する意識と食生活の 

実態 

第１節 食物科生徒の調査 

第２節 既存の調査データの分析 

(1) 農林中央金庫のアンケート調査結果 

(2) 食育白書のデータ 

 

≪食物科３年生のアンケート調査≫ 

【調査内容】学習指導要領の「道徳の内容」 

 4項目（12問）と家族との食事状況に関連 

 した 4問の質問をした。（以下の通り） 

 問１  規則正しい生活習慣を心がけ、自分の健康の増進に努めるようになった 

 問２  目標に対して意欲的に取り組むようになった 

 問３  何事にも自主的に考え、取り組むようになった 

 問４  他の人々に対し思いやりの心がもてるようになった 

 問５  信頼できる友達ができ、互いに励まし合うことができた 

 問６  礼儀の意義を理解し、適切な言動がとれるようになった 

 問７  食べ物の大切さ、命の大切さを感じるようになった 

 問８  自然の大切さを感じたり、自然環境について考えるようになった 

 問９  美しいものを見て感動したり、感情表現が豊かになった 

 問１０ クラスの一員としての自覚や、物事に対しての責任感が強くなった 

 問１１ 協調性（協力することの大切さ）が身に付いた 

 問１２ 時間やルールを守るようになった 

 問１３ 家の手伝いをするようになった 

 問１４ 自分が家族の為に料理を作ることが増えた 

 問１５ 家族と一緒に食事をする機会が増えた 

 問１６ 家族との会話（コミュニケーション）が増えた 

【調査対象】食物科 3年生 74名（男子 28名・ 

 女子 46名） 

【調査期日】平成 25年 1月 

【アンケート結果】 

① 「とても思う」「ある程度思う」の男女合 

 計の上位３項目は次の通りである。 

・「食べ物の大切さ、命の大切さを感じるよう 

 になった」…95.9％ 

・「時間やルールを守るようになった」 

                               …89.1％ 

・「美しいものを見て感動したり、感情表現が 

 豊かになった」…86.4％ 

 

② 「あまり思わない」「全く思わない」の男 

 女合計の上位３項目は次の通りである。 

・「家族と一緒に食事をする機会が増えた」 

               …21.6% 

・「家族との会話（コミュニケーション）が増 

 えた」…12.2％ 
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・「自分が家族の為に料理を作ることが増えた」 

                …10.8% 

 

【考察】 

 質問項目は道徳の４つの視点を基に、内容 

項目に添うようなものとした。今回は食物科 

３年生のみ実施したもので比較となる対象は 

ないが、アンケート結果から、３年間の食育 

を通した学びによって、高い道徳性が身に付 

いたと推測される。授業における調理実習で 

は、挨拶や返事の徹底、料理や清掃の時間厳 

守、実習班でコミュニケーションをとって協 

力する事や、テーブルマナー等を身に付けさ 

せると共に食文化、栄養学や食品衛生学等の 

授業が展開されている。 

 実際、被験者の集団においても②の結果、 

家族とのコミュニケーションや一緒に食事を 

する機会が増えていない生徒もいるが、①の 

時間やルールの尊守や食べ物や命の大切さが 

身に付いている生徒が多く散見される。 

 今後、このデータを分析し、食育と道徳教 

育の研究を深め、孤食の改善に繋がる解決方 

法を探っていきたい。 

 

≪農林中央金庫のアンケート調査≫ⅴ） 

このアンケートは農林中央金庫が東京近郊 

の高校生４００人を対象に、現代高校生の「食」 

に関する意識と実態を探ることを目的に「現 

代高校生の食生活、意識と実態調査」を実施 

したものである。また、2006年と 2012年を 

比較し、高校生の意識の変化を探っている。 

 

１）食生活の実態 

①１週間に家で「朝ごはん」を食べる回数は？ 

食べる相手は誰？ 

「毎日」食べている割合は前回 68.8％→今回 

72.5%と増加している。また、一緒に食べる 

相手は「きょうだい」（47.9%）が最多であり、 

「ひとりで」（37.8%→44.7%）の割合も半数 

近くとなった。ひとりで食べる理由は、家族 

と生活時間が違うことが主な理由だった。 

②１週間に家で「夕ごはん」を食べる回数は？ 

食べる相手は誰？ 

「毎日食べる割合は（81.0%→77.8%）とわ 

ずかに減り、週平均の回数も（6.5回→6.4回） 

とわずかに減少した。一緒に食べる相手は、 

「母親」（82.5%）、以下「きょうだい」（68.0%）、 

「父親」（45.8%）と続く。注目すべきは、「ひ 

とりで」（20.3%）にも達することである。 

 

２）食事の時の行動・習慣 

①家で食事の時にしていることは？家族と何 

を話す？ 

「家族と話をする」（70.3％→85.0%）、「テレ 

ビを見る」（65.3%→84.3%）が８割と多く、 

食事中は家族団欒の時間としている人が多い 

ことが伺える。一方、「携帯電話でメールをす 

る」（15.3%）や「だまって食べているだけ」 

（10.0%）も１割以上見られた。家族と話す 

内容でも、「友達のこと」（35.0%→56.5%）、 

「学校で起きた出来事」（48.5%→62.5%）と 

食事の時の会話が以前に比べて活発になって 

いる様子が伺える。 

②食事を残すことがある？残してしまったら 

どう思う？ 

 残すことについて、「もったいない」（37.0% 

→73.5%）、「作ってくれた人に悪い」（34.3% 

→59.0%）と罪悪感を抱く割合が非常に高く

なっている。 
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３）食との関わり方 

①料理や食べ物、食べ方について、誰から学 

んできた？ 

「母親」（91.5%）、「父親」（55.0%）と両親 

が多く、食育における家庭の重要性が伺える。 

次に「学校の授業（調理実習）」（21.8%→ 

40.0%)の影響も大きい。 

②家で手伝いはする？何をしている？ 

食事の支度を手伝う頻度について、前回は「全 

く行わない」が約４割（39.5%）だったが、 

今回(20.8%)と半減した。とりわけ、男子

（62.0%→29.5%）で大幅減となった。手伝 

いの内容としては、「食器を並べる、料理を運 

ぶ」（80.1%）が突出してるなか、「食事の支

度」（37.2%）にも注目したい。 

 

４）食に関する意識 

①食について、関心があることは何？ 

男女ともトップは「料理の作り方」（61.8%） 

で、前回調査から大幅に増加した。その他、 

「おいしい食品・店」、「からだに良い食べ物」、 

「栄養」、「食の安全」などこの６年ほどで高 

校生の食への意識が劇的に変化した。 

 

【考察】 

 食育基本法が制定されてから、家庭や地域、 

教育現場で食育に関する様々な取り組みが行 

われてきた結果が伺える。前回（2006年）と 

今回（2012年）の調査を比較すると、大きく 

数値が増えて、食に関する関心や食生活の改 

善が見られている部分も多い。そして、高校 

生の食生活、意識に対する変化や問題点が浮 

き彫りになってきた。ここでは注目すべき点 

を２つ挙げる。 

 １つめは、料理の作り方に興味がある生徒、 

家で食事の支度（料理）をする生徒が増えて 

いる。そして、食べ物を残すことについて、

「もったいない」「作ってくれた人に悪い」と

いう罪悪感を抱く生徒が増えていることであ

る。料理に興味を持ち、自分で作るようにな 

ると、今まで作ってもらっていた側から立場 

が変わることで、相手の立場にたって物事を 

考えることができるようになったからではな 

いかと考える。 

 ２つめは、ひとりで食べる「孤食」の現状 

である。家族で食を共にすること（共食）が 

家族団欒の時間と考え、それを望んでいる高

校生も多い。しかし、高校生になると、部活 

や塾などで家族との生活時間が違うことや、 

共働きの両親という家庭環境によって家族で

食を共にすることが難しい現状である。 

 食育白書によると、家族と食事をすること 

について、「重要である」と思っている人は約 

９割と多いが、「スケジュール調整をしよう」 

と思う人は約４割にとどまっている。ライフ 

スタイルや家庭の様態が多様化している中、 

孤食を無くすことは難しい問題だが、改善の

方向へと目指していくことが課題である。高

等学校における新たな食育の在り方の提案に

より、生徒の道徳的価値の自覚を深め道徳的

実践力の育成に繋げられたらと考える。 

 

Ⅵ． 今後の課題 

 今回の勤務校でのアンケート結果を踏まえ、 

食育を通しての道徳教育を検証していく。そ 

の為に、文献研究などで高校生の発達特性と 

発達課題を考察するとともに、多くの事例研 

究を進めていきたい。そして、高校生自身が 

道徳的価値を深く自覚できるような指導を目 

指していきたい。 
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